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概要　排卵障害 に 有効な漢方薬 に お け る卵巣直接作用 の うち ， とくに ア ロ マ タ
ー

ゼ へ の 影 響を ラ ッ ト卵

胞を用 い て 検討 し た ．卵胞 は PMSG 処理未熟雌 ラ ッ トか ら分離 し た ，ま た 卵胞 の ア 卩 マ タ
ーtf活性を阻

害す る 目的 で 4hydroxy −4−androstene −3，17−dione（4−OHA ；10
−5M

）を用 い た ．各卵胞 は 培 養液中 で 種 々

の 濃度 （10〜500μg）の 当帰苟薬散，桂枝茯苓丸，温経湯，あ る い は その 生薬成分を加え，24時間器官培

養 した ．

　培養液中 に 4−OHA （10−5M ）を添加す る と培養液 中 estradiol （E2）分泌量 は 対照群 の 38％ （p ＜ 0，05）
ま で低下し た．同時に上記漢方薬を添加す る と，100，5GOμ g の 量 で い ずれ も E，分泌を有意に増加 させ

た ．こ の E ，分泌刺激作 用が こ れ ら漢方薬 の構成 生薬 の い ずれ の 作用 に よ る か を知 る た め ，
シ ャ ク ヤ ク，

セ ン キ ュ ウ，トウ キ ， ボ タ ソ ビ
，

ケ イ ヒ に つ き検討し た．そ の 結果 シ ャ ク ヤ ク の み が 境 分泌刺激作用 を

示 した ．シ ャ ク ヤ ク は こ れ ら 3種の 薬剤 に 共通に含ま れ る唯
一

の 生薬で あ る こ と を考え る と きわ め て 興

味深 い ．

Synopsis　The 　direct　action 　of　herbal　medicines 　on 　aromatase 　activity　was 　lnvestigated　in　cultured 　rat

fol1董cles．
　Mature　fQllicles　were 　obtained 　from 　PMSG ・treated　immature 　rats．　 Aromatase　inhibitor，4・hydroxy −4・

androstene −3，17−dione （4−OHA ）was 　also 　used 　in　the　experiment ．　 Follicles　were 　incubated　in　the　medium

for　24　hour　with 　TQki ・shakuyaku ．san ，　Keisi・bukuryo −gan，　Unkei ・to （10〜500μg）or 　their　lngredients（100μg），
respectively ．

　The 　addition 　of 　4−OIIA 　 reduced 　estradiol 　secretion 　in　a　dose−response 　manner ．　 The 　 additio 員 of　 each

  edicine （100，500μg）as　we ！l　as 　4・OHA （ユO
−5M

）restored 　estradiol 　secretion 　to　the　control 　leveL　AmQng 　the

ingredients，　Shakuyaku　stimulated 　estradiol 　secretion 　in　the　med ユum 　in　the　presence　or 　absence 　of 　4−OHA ，

It　is　noteworthy 　that　Shakuyaku　alone 　had　a 　stimulatory 　action 　on 　aromatase 　activity 　and 　is　the　Qnly 　one

which 　is　equally 　contained 　in　the　threee　medicines ．

Key　words ： Herba 王medicine ・Shakuyaku ・Aromatase ・Estradiol・Follicle

　　　　　　　　　 緒　　言

　従来，不 妊症に 有効な もの とし て 繁用 されて い

る漢方薬 は 当帰芍薬散
2）1°），桂枝 茯苓丸

1°）

， 温経

湯 D ，芍薬君草湯
3｝11》な どで ある．た とえぽ当帰芍

薬散は と くに 黄体機能不 全症に 奏効 し， エ ス ト ロ

ゲ ソ
，

プ 卩 ゲ ス テ Pt ソ の 分泌を刺激する
2）．桂枝茯

苓丸は 癧血を伴 う排卵障害例に ， また芍薬甘草湯

は 高 テ ス ト ス テ P ン 血 症 3）11 ｝
や 高 プ ロ ラ ク チ γ 血

症を伴 う排卵障害例
4）に 奏効す る．

　漢方薬は 多種 類 の 生薬 か ら構成 さ れ て い る た

め ，そ の 薬理作用は複雑 とな り， 作用機序は 充分

に 解明 されて い な い ． しか し，現在 ま で 報告され

た成績 を見 る と ， 温経湯で は視床下 部 ， 下垂体 レ

ベ ル に 作用 し
，
LH −RHe ），ゴ ナ ド ト ロ ピ γ

9）の 放 出

を促進 する機序が報告され て い る．また，芍薬甘

草湯 の 高プ P ラ ク チ ソ 血 症に 対す る作用機序に つ

い て は
， 著者ら の 検討 に よ る と苟薬甘草湯 は下垂

体 レ ベ ル に 作用 し
，

ドーパ ミ ン 受容体 を 刺激す

る
5）．

一方 直接卵巣 レ ベ ル で プ ロ ラ ク チ ソ の ア ロ

マ タ ーゼ 活性抑欄作用 に 拮抗 し， 」＝ ・X ト ロ ゲ ン の

分泌を促進 さ せ る作用
8）もあ る よ うで あ る．

　本研究で は 漢方薬の 卵巣直接作用 に つ い て 知 る
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目的で ， ラ ッ ト卵胞培養系 に種 々 の 濃度の 漢方薬

を添加 し，と くに ア ロ マ タ ーゼ 活性，すなわ ち エ

ス ト ロ ゲ ン 分泌 に お よぼ す影 響 に つ い て 検討 し

た ，

　　　　　　 実験 材料お よ び方法

　 1．卵胞採取法

　 27日齢 の ウ イ ス タ
ー今道系未熟雌 ラ ッ ト （動物

繁殖研究所，埼玉 ）に 81U （生理食塩水 0，2ml 中）

の PMSG （妊馬血 清 ゴ ナ ド ト ロ ピ ソ ；帝国臓 器）

を腹腔内に 注射し た ．対照群 に は 0，2ml の 生理 食

塩水を投与 し た． ラ ッ トは 14時間照 明 ・10時間暗

黒の 照明サ イ ク ル で ， 常時22± 1 ℃ に調節 された

空調室で 飼育 し た ． ラ ッ ト は 48時間後頚部を過伸

展 させ て 屠殺 し ， 無菌的 に卵巣を摘出した ，摘出

した 卵巣は 少量の培養液 と と もに 滅菌 シ ャ
ーレ 上

に お き， 実体顕微鏡下で 直径0．7〜1mm に発 育 し

た 成熱卵胞 （3　
一一10個／ラ ッ ト ：平均 6 個 ）を つ ぶ

さな い よ うに 分離 した．また 卵胞壁 に 付着 し た 脂

肪組織等は ク
ーパ ー

で で きるだ げ取 り除い た．

　 2．卵胞培養法

　卵胞 は multiwell 　tissue　culture 　plate （Falcon

3047）内 の 培 養 液 （1m1）中 に
， 各 well あ た

り 1個ず つ 静置 し た ．用 い た 培養液at　McCoy ’

s

5a （modi 丘ed ；GIBCO ）で ，　 penicillin　1001U／ml ，

streptomycin 　IOOptg／ml ，　 L−glutamine 　2mM ／ml

を添加 した．培養液 中に は 種 々 の 濃度 （10， 100，

500μg）の 当帰筍薬散 （ツ ム ラ），桂枝茯苓丸 （ツ

ム ラ ）， 温経湯 （ツ ム ラ ）， あ る い は それ ら の 生薬

成分 の うち シ ャ ク ヤ ク
，

セ ン キ ュ ウ
，

ト ウ キ ，
ボ

タ ソ ビ，ケ イ ヒ ，各 100μ g を加 え全量で lml と なる

よ うに した．4−hydroxy−4−androstene −3， 17−dione

（4−OHA ）
12）は IOO％ エ タ ノ ー

ル 液 を加 え10−2M に

調整後培養液で 希釈 し，実験 に 用い た ．各卵胞は

95％air ， 5％CO2 ， 37℃ ， 100％湿度の 条件下 で 24

時間器 官培養 した．培養終了後 ， 培養液は ホ ル モ

ン 測定 日ま で 一20℃ に 保存 し た ．ま た 各卵胞 は

10％ ホ ル マ リ ン で 固定後， ヘ マ トキ シ リ ン ・エ オ

ジ ソ 染色 し，組織学的 に 閉鎖傾 向を示 し た 卵胞 の

培養液は 除外 した，

　 3．培養液中 の 滲透圧，電解質 の 測定法

　漢方薬添加 に よる E2分泌 能 へ の 影響が
， 培 養液

の 滲透圧 ， あ る い は 電解質の 変動 を介す るもの か

ど うか を知 る た め ，各漢方薬（100， 500μg ）， 4・OHA

（10
− 5M

）を単独，あ る い は 同時に 添加 し
， 培養液

の 滲透圧 ， Ca ，
　 Na ，

　 K 濃度を検討 し た ．惨透圧 の

測定は Precision　 systems 　 Inc．社製の キ ッ ト
“

μ

OSMETTE ”
を用 い

， 氷点降下法 に よ り測定 した．

Ca 濃度の 測定は和光純薬工 業社製 の
“
カ ル シ ウ ム

C・テ ス ト ワ コ
ー”

を用 い
， OCPC 法に よ り測定 し

た ．Na ，　K 濃度は Nova −biomedica1社 の NOVA ・

1を用 い
， イ オ ン 電極法で 測定 し た ．

　 4． ス テ 卩 イ ドホ ル モ ソ 測定法

　培養液の estradiol （E ，）濃度は 2 抗体法に よる

RIA キ ッ ト （CIS ；ミ ド リ十字）を用 い て測定 し

た ，得 られ た値は 平均値 とその 標準誤差で 示 し
，

各群 間 の 宥意差検定は Dullcan の new 　multiple

range 　testを用 い て 行 つ た ．

　　　　　　　　　成
1

績

　 1．種 々 の 濃 度 の 漢 方 薬 添 加 に よ る estradiol

濃度 の 変動

　は じ め に 卵胞 か らの E
、分泌 を充分 に 抑制 し得

る40HA の 濃 度 に つ い て 検 討 し た （図 1 ）．4−

OHA 非 添 加 時 E2濃 度 は 219± 44pg ／ml で ，4−

OHA 添加 に よ り E2濃度は 用量 依存 性 に 低下 し ，

10『5M
で 対照群 の 38％ （p＜ 0，05）ま で 低下 した．

そ こ で 以下 の 実験 に は す べ て 10−5M
の 4・OHA を

使用 した．

　次 に種 々 の 濃度 の 当帰芍薬散を添加 し ， 培養液

中に 分泌 され る E2濃度 の 変動を検討 し た （図 2 ）．

4・OHA 非 添加 時当帰芍薬散単独添加に よ る E ，値

の 変動は な か つ た ．し か し ， 4−OHA 添加 に よ りア

　？ 、。。

　 亶
　 ：
　 雲　 20e

　 三

　 冥
　 v 　　100

　 鬟
　 晶
　 　 　 0

　 4−OHA 〔M ｝　
−
　　 1ボ　　1σ

了
　 1σ

6
　 1σ

5

図 1 　4−OHA 添 加 に よ る estradiol 分泌 の 変動．

　
“
p ＜ O．05 （4−OHA 非 添加 群 に 対 し ）
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図 2　 当帰芍薬散 （T ・S）添加 に よ る estradio1 分泌 の

　変動．匚 」：4−OHA 非添加 群 の 対照 群，嬲 ：4−OHA

　添加群の 対照 群，
＊
p く O．Ol （4−OHA 単独群 に 対 し ），
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図 4　温経湯 （U −K ）添加 に よ る estradiol 分泌 の 変

　動．［ll ：4・OHA 非添加 群 の 対 照 群 ，
嬲 ：4−OHA 添

　加群 の 対 照群 ，
’
p くO．OS，”

p ＜ 0．01 〔4・OHA 単独

　群 に 対 し ），o − o ；4．OHA 非 添 加 群，● 一 ● ；

　4・OHA 同時添加 群
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図 3　桂枝茯苓丸 （K −B）添加 に よ る estradiol 分泌 の

　変動，〔コ ：4・OHA 非 添 加 群 の 対 照 群，齷 ：4−OHA

　添加 群 の 対照群，
＊
p ＜ 0．e5，”

p く 0．01 （4・OHA 単

　独群 に 対 し），o − ○ ；4・OHA 非添 加群 ，
● 一● ：

　4−OHA 同時添加群

ロ マ タ
ーゼ 活性を抑制す る と E2分泌は 刺激 され，

500μ g 添加群で 4−OHA 単 独群の 180％ま で 有意に

（p＜ O．Ol）増加 した．

　桂枝茯苓丸群で は 4・OHA 非添加時 当帰芍薬散

群 と同様 に E、分泌の 変動は なか つ た （図 3）．しか

し ， 4・OHA を 同時に 添加す る と E2分泌 は刺 激 さ

れ ，
100

，
500μg 投与群で は 4−OHA 単独群 の そ れ

ぞれ181，246％ま で 有意 に （p ＜ O．05，0．Ol）増加

した．

　温経湯投与群で も同様の 傾向を示 した （図 4）．

すな わ ち
， 温経湯単独添加で は 培養液 中へ の E

，分

泌 に 変動は な い が
， 4−OHA を 同時添加 す る と100，

SOOPt9投 与 群 で 4−OHA 単独 群 の そ れ ぞ れ211，

207％ま で 有意 に （p＜ 0．01， 0．05）増加 し た ．

表 1　 生 薬 添 加 に よ る estradiol 分泌 の 変動

生 　薬
4−OHA
の 有無

E2値 4．OHA
の 有無

E2値

．　 ．L凵 388± 125　 （7） 一 577± 80　（7）
一 一 一

十 282 ± 54　 〔8）
シ ャ ク ヤ ク 一 671± 172ネ（7） † 441± 30艸 （7）
セ ン キ ュウ 一 325士35　 （6） ÷ 318± 68　（8）
ト　 ウ　 キ

一r272
±46　 （6） 十 313± 58　（7）

ボ タ　ン 　ビ 一 346± 75　 （6） 十 307± 24　 （7）
ケ　 イ　 ヒ

一 550± 116　 （6） 十 224± 35　（8）

sp
＜ 0．Ol（対 照 群 に 対 し），“’

p く 0．05（4・OHA 単 独 群 に 対 し）

　 2．各生薬成分添加に よ る E ，濃 度 の 変動

　 こ れ ら漢方薬に よ る E2分泌刺激効果が構成す

る生薬 の い ずれ の 作用 に よる か を知 る た め ，
シ ャ

ク ヤ ク ， セ ソ キ ュ ウ， ト ウ キ ，ボ タ ン ビ
，

ケ イ ヒ

各100μg を 培養液中に 加 え，E，分泌 に与 える影響

を検討した ．そ の 結果 シ ャ ク ヤ ク は 4−OHA 添加 の

有無 に か か わ らず ア ロ マ タ
ーゼ を刺激 し ，

E2分泌

を促進 した （表 1）．しか し他 の 生薬 に は 全 くア P

マ タ
ーゼ 活性刺激作用 は 見られ な か つ た．

　3．漢方薬添加 に よ る培養液 の 惨透圧 ，
Ca

，
　Na

，

K 濃度 の変動

　培養液の み の 滲透圧 は 295± 1mOsm ／kg で あっ

た （表 2）．培養液に 4−OHA （10
｝5M

）を添加す る

と，滲透圧 は 310± 1mOsm ／kg と有意 に （p く 0．Ol）

上 昇 した．し か し各漢方薬添加 に よる滲透 圧の 変

動 は なか つ た ，一方，培養液中 の Ca，　 Na ，　 K 濃

度 は そ れぞれ 2．86± 0．22mg ／ml ， 148± 1mEq ／1，

N 工工
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表 2　漢方薬添加に よ る 培養液の 滲透圧，Ca，　 Na，　 K 濃度の 変動 （n ＝ 3）

番

号

　　　　　　　 項　 目

群

　 滲透 圧

（mOsm ／kg）
　 Ca
（mg ／lnl ）

　 Na
（mEq ／1）

　 K
（mEq ／D

1M 295± 1 2．86±O．22 M8 ± 1 5」±0．1

IIM 十4−OHA 310± 1ホ 3．36±O．13 148± 0 5．1± 0

IHM 十T−K 297士 1 3．45±O．04 149± 0 5．2± 0

IVM ＋ 4．OHA ＋ T −K 313± 1
林 3．61±O．14 149± 1 5．2± 0．1

VM ＋ K−B 298± 1 2、83±O．17 1哩6± 1 5．4± 0．1

VIM 十4−OHA ＋ K ．B 313± 0寧ホ 2．95± O．1呂 141± 1 5，3± 0．工

WlM ．1−U．K 293± 3 3．32± O．11 146± 1 5．3± 0．工

跚 M 忖 ・OHA ＋ U・K 314± P 皐 3，33± 0．17 142土6 5，6±0，1

M ；培養 液 T ・K ；当帰芍薬散 （100μ g），K −B ；桂枝 茯苓丸 （100μ g），　U −K ；温経湯 （100

μg），
’

p＜ O．Ol，＊ ＊

p ＜ 0．001（王群 ；培養液単 独群 に 対 し）

5．1± O．lmEq ／1で あつ た （表 2），し か し4−OHA
や ，各漢方薬添加 に よ る電解 質の 変動 は全 く見 ら

れ な か つ た．な お成績は 示 さな い が ， 各漢方薬500

μg 添加 に よ る実験で も同様 の 結果が 得 られ た．

　　　　　　　　　考　 　案

　漢 方薬は 西 洋薬の よ うに 単
一

の 有 効成分 を分

離 ， 精製 ， ま た 合成 し た も の で は な く ， 多種 類 の

生薬か ら構成 され る 。そし て 各生薬 は それぞれ異

な る薬理作用を持つ ．しか しなが ら，漢方薬の 生

体へ の 作用 は 各生薬の 個 々 の 薬理作用が単純に 合

わ さ つ て 発現され る の で は な く ， 巧 妙な配合を も

つ て 統合 された
一

つ の もの と し て 効果を表す と考

え られ る．

　 ア ロ マ タ ーゼ は ア ソ ド ロ ゲ ソ を r ス ト 卩 ゲ ソ に

転換す る酵素で ，卵巣，肝，脂肪組織等に 広範 囲

に 存在す る．卵巣で ア ロ マ タ
ーゼ は 卵胞の 顆粒膜

細胞 ， 黄体細胞内 に存在 し
， 卵胞 の 発育や 黄体機

能に 深 く関与して い る ．ア 卩 マ タ
ー

ゼ 活性を促進

する物質 に は
，
FSH7 ）m

，
ア ン ド P ゲ ン

13｝
，
　PGE ，

13）
，

甲状腺 ホ ル モ ン
16＞などが ある．逆 に 同活性 を抑制

する ホ ル モ ン と し て
，

プ ロ ラ ク チ ン
7〕

，
LH −RH ア

ナ ロ グ
15）
，糖質 コ ル チ コ イ ド

14〕
な どがあげ られ る．

こ の よ うに ア P マ タ
ーゼ は 卵巣で 複数 の 因 子に よ

り調節 を受けて い る． こ の ア P マ タ ーゼ 活性を阻

害す る4・OHA は Brodie　 et　 aLi2
｝
に よ り見 出 され

た合成 ス テ ロ イ ドで ある．4−OHA は マ イ ク P ゾー

ム 分画 に あ る ア ロ マ タ
ーゼ に 競合的 に 結合 し ， そ

の 活性 を抑制す る．本研究で も4−OHA は 卵胞か ら

衰 3　当帰苟薬散，桂 枝 茯 苓丸 ， 温経 湯 の 主 な構成 生 薬

　　 　　生 　薬

漢 方薬

ζ

4
ク

〜

士
ウ

ト

ウ

キ

ボ

タ

ン

ビ

ケ

イ

ヒ

当帰苟薬散 ○ ○ ○

桂 枝茯 苓 丸 ○ ○ ○

温　経 　湯 ○ ○ ○ ○ ○

の E2分泌 を用量依存性 に 抑制 す る こ とを 明 ら か

に した．

　今回 の 検討 か ら当帰苟薬散 ， 桂枝茯苓丸 ，温経

湯 は 100μ g／m1 以 上 の 濃 度 で 4−OHA の ア ロ マ

タ
ーゼ 活性抑制作用 に 拮抗 し ， E2分泌を促進す る

こ とを明 らか に し た ．一方 ，
こ の よ うな変動が培

養液中へ の 各薬剤の 添加に よ り惹起 され た 化学的

効果 に よる可 能性 も考 え られ た．しか し，40HA

添加に よ る滲透圧 の 軽度上昇が見 られ た の み で ，

電解質代謝へ の影響 は全 く認め られず，そ うし た

可 能性は 否定 された ．

　今回試み た 3 種 の 漢方薬は それ ぞ れ 6 ， 5 ， 12

種の 生 薬成分 か ら構成 されて い る．各生薬 の うち

シ ャ ク ヤ ク， セ ソ キ ュ ウ， ト ウ キ ，ボ タ ン ビ，ケ

イ ヒ に つ い て各 々 100μ g を培養液中に 添加 し ， E，

分泌促進作用 に つ い て 検討 し た ．そ の 結果 シ ャ ク

ヤ ク の み が 4−OHA の ア ロ マ タ ーゼ 活性 抑制 作用

に 拮抗 し ， 卵胞か ら の E2分泌を促進 し た ．シ ャ ク

ヤ ク は表 3 に 示す よ うに こ れ ら 3 種 の 漢方薬 に 共

N 工工
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通 に 含 まれ る唯
一

の 生薬成 分で あ る点は ぎわ め て

興 味深 い ．勿論 こ の 漢方薬 に ある ア ロ
’
・ タ ーゼ 活

性 促進作用 が，本研究で は 検討 し な か つ た 残 りの

生薬成 分に あ る可 能性 に つ い て は 不 明 で ある．し

か し ， 少な くと も卵胞培養 系で シ ャ ク ヤ ク に ア ロ

マ タ ーゼ 活性促進作用が あ る こ と は 今回の 実験で

証明され た ．た だ 3 種の 漢方薬 と も4−OHA 非添加

時に は ア ロ マ タ
ーゼ 活性促進作用は見 られ なか つ

た．
一方 ， 4・OHA 添加に よ りア ロ マ タ ーゼ 活性を

抑制す る と漢方薬投与で E
，
の 上 昇が見 られ た が，

そ の 値は 4−OHA 添加 前の 値に 近似 した ．こ れ ら の

こ とは バ ラ ン サ
ー

とし て の 漢方薬 の 特質 と も関連

して誠に興味深 い もの が あ る．

　稿を 終わ る に あた り，4・OHA を供与い た だ い た 米国 メ

リ
・一ラ ン ド大 学 の A．M ．H ．　Brodie 教 授 に 感謝 し ま す．

　　　　　　　　　　文　　献

　 工．朝海　怜，岡田紀 三 男，左 雨秀治 ， 熊井昭彦 ， 小

　　　畑英介，岡本良平 ：漢方薬温経湯の 無月経 患者に

　　　対す る 投与条件 ・作用 機序．産 婦人 科 漢 方 研 究 の

　　　あ ゆ み 1 ，25，診 断 と治 療 社，東 京，1984．

　 2．福 島峰子 ：黄 体機能 不 全…当 帰 芍薬散 単 独 投 与の

　　　内分泌学的，臨床 的効 果
一．産 婦 の 世 界，34（増刊

　　　号）；127，1982．

　 3．福島峰子 ：Clomiphene無 効 の 多 嚢 胞 卵 巣症 候 群

　　　に 対す る 芍薬甘草湯の 効果．現代東 洋 医 学 ， 7（増
　　　刊号）：194，1986．

　 4．福島峰子，成田 章子，一関 和 子，太 田 博 孝 ， 五 十

　　　嵐 信一，脇 坂 　晟 ：芍 薬 甘 草 湯 の 薬 物 誘 導 性 高 プ

　　　 ロ ラ ク チ ソ 血 症へ の 基礎的，臨床 的検討．産 婦人

　　　科漢方研究の あゆ み m ，47，診断 と治療社，東京，
　 　 　 1986．

　 5。福島峰子，成田 章子，太 田 博孝，脇 坂　晟 ：芍薬

　　　甘草湯 の 下 垂体 dopamine 　receptor へ の 作用．産

　　　婦人科漢方研究の あゆみ IV，93，診断 と治療社，

　　　東京，1987．

　 6．三 宅　侃 ， 田 坂 慶
一，大 塚 志郎，西 崎孝道，吉本

　　　康弘 ， 谷 澤　修 ，青野 敏博 ：和漢薬 の 視床下 部一下

　　　垂体環流系 に お け る LH ・RH と LH 分泌 に 対 す

　　　 る 作用．産婦 人 科漢方研究 の あ＠み IV，74，診断

　　　 と治 療 社，東京，1987．

　 7．太 田博孝，福島峰子 ：性 腺系 に お ける プ 卩 ラ ク チ

　　　 ン の 作用機序，と くに 卵巣直接作用．産 と婦，54 ：

　 　工477，1987．

8．太 田博孝，福島峰子，真木 正 博 ：苟薬甘草湯の ラ ッ

　　 ト卵胞性 ス テ ロ イ ド分泌 に 及 ぼ す 影響．日不 妊 誌。

　 　32 ：486，1987．

9．武 谷 雄 二 ，林 　 直樹，久 具 宏 司 ，水 野 正 彦 ：下 垂

　　体前葉 に 対す る 温経 湯 の 直接作 用．産婦 人 科漢方

　　研究の あゆ み IV，69，診断 と治療社，東京，1987．
10．玉 舎輝彦，大野 洋介，山田俊夫，和 田 圭介，藤本

　　次 良，岡 田弘 二 ：不 妖症患者 な らび に 排 卵障害を

　　訴 え る未婚女性 に 対す る漢方の 試 み．日不 妊 誌 ，

　　27：472，1982．
11．柳 沼　恙 ， 小 林 拓 郎 ， 藤盛 亮 寿 ： 「ツ ム ラ 芍薬廿

　　草 湯」の lil中 testosterone濃 度低 下 作 用 とそ の 臨

　　床 応 用．産 婦 人 科 漢方 研 究 の あ ゆ み 1，36，診 断

　 　 と治療 社，東 京，1984．
12．Brodie．　A ．M ．且 ，0 πγ昭 以 W ．M ，，　E／endrickson ．　J．
　　R．，Tsai−Morn

’
s，　 c．　H ．　 and 　VVilliams，／．　G．！

　　Aromatase　inhibitors，　their　pharmacology 　and

　　application ．　J．　Steroid　Biochem．，19：53，1983，
13．1）anie45LA ．ノ：and 　Amastrong，　D．　T．’　Site　of

　　action 　of 　 androgens 　 on 　follicle・stimulating

　　hormone −induced　 aromatase 　 activity 　in　 cul−

　　tured　rat　granulosa　cells．　Endocrinology
，
114 ：

　 　 1975，1984，

14．Hsueh，　A ．」．　W．　and 　E勿o然 o π，　 G．　F．　tt　Glucocor−

　　ticoid　inhibitien　of 　FSH ・induced　 estrogen 　pr．o・

　　duction　in　cultured 　rat 　granulosa 　cells．　 Ster・

　　 oids ，32： 639，1978．
15．Hsueh，　 A ．f．　PV．　 and 　 Erickson，　 G ．　F．：

　　Extrapituitary　 action 　 of 　gonadotropin ・

　　releasing 　hormone ：Direct　inhibition　 of 　ovar −

　　ian　steroidogenesis ，　Science，204 ： 854，1979．

16．Mamo
，
　 T．，撫 翼 s鉱 M ，α珮 〃 ∂chiauki

，
　 M ．’

　　Thyroid 　hormone 　 as 　a 　biological　 amplifier 　of

　 　 the 　 actions 　 of 　 FSH 　 on 　 ovarian 　 cells ．　 Vlth

　　World 　Congress 　on 　Human 　Reproduction ．175，

　　Tokyo ，1987．（Abstract）
17．Richards，　J．S．．〃6伽 4 μ ，　Rao ，　M ．　C．．　Bernath，

　　G ．A ．，　Midgley，　A ．R ．　fr．　and 　Reichert．　L ．E 〃 ’

　　Ovarian　 follicular　 develQpment　 in　 the　 rat ：

　　Hormone 　receptor 　regulation 　by　 estradiol
，
　fol−

　　licle　stimulating 　hormone 　 and 　luteinizing　hor−

　 　 mQne 、　Endocrinology ，99 ： 1562，1976．

　　　　　　　　 （No ．6521 平 1 ・1 ・10受付）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


